
高校英語 パフォーマンステスト（やり取り）運営キット

1分間、意見を交わす 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 自分の立場と理由を言い、相手に質問し、返ってきた答えに反応して会話を続ける

課題 Talk with your partner for one minute. Say what you think, give one reason, ask your partner a

question, and respond to the answer.

ペアで1分間話します。①自分の立場を言う ②理由を1つ言う ③相手に質問する ④返ってきた答えに反応する——この4つが入っていれば合格

です。話題は当日ひきます。 思考・判断・表現

話題 本番は当日ひきます（練習はどれを使ってもかまいません）

A School lunch or a bento from home? 学校の昼食は給食か弁当か

B Studying alone or studying with friends? 勉強はひとりか友だちとか

C Reading the book or watching the movie? 同じ話なら本か映画か

D Living in a city or in the countryside? 住むなら都会か田舎か

返しの型 台本ではなく部品。この4つが入れば会話は続きます

立場 I think ... ／ I'd say ...

理由 because ... ／ The reason is that ...

質問 What about you? ／ How do you feel about that?

反応 That's a good point. ／ I see what you mean, but ...

練習

1. ペアで1回目（1分）。終わったら、相手が使った表現を1つメモする。

2. 相手を替えて2回目。1回目でメモした表現を、今度は自分が使う。

3. 本番は当日ひいた話題で。準備した原稿は持ち込みません（原稿の暗唱は、やり取りではないため）。

1回目の相手 使えそうだと思った表現（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2回目の相手 次に使いたい表現（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

先生はここを見ます 加点式10点（本番の直前に、この5行を読んでから前に出る）

自分の立場を言えている ＋2 思判表

理由を1つ以上そえている ＋3 思判表

相手に質問をしている ＋2 思判表

相手の答えに反応して続けている ＋2 思判表

5秒以上の沈黙なく1分もたせている ＋1 知技
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高校英語 パフォーマンステスト（やり取り）運営キット

パフォーマンステスト（やり取り）｜40人をどう回すか

回し方 3つのうちどれかを選ぶ（クラスの人数と持ち時間で決める）

教師ひとりで回す
1コマ

2人1組で前へ。1分×20ペア＝20分＋入替で約25分。残り25分は待機中の課題（下）に充てる

ALTと分担
半コマ

教室前方と後方に2会場。10ペアずつで約13分。評価のずれは、最初の3ペアを2人で同時に見て合わせる

タブレット録音
10分＋採点40分

全ペアが同時に録音（3分）。採点は放課後。40人×1分の再生＝40分かかるので、評価に使う回だけにする

待っている生徒の仕事 ここが空くと、教室が崩れます
・別の話題でペア練習（本番の話題は当日ひくので、練習は何回やっても不公平にならない）

・自己評価シートの記入（次に使いたい表現を1つ書く）

・初見読解ミニテストか速読ラダーを1枚（静かに進む・時間が読める・提出物にもなる）

評価 配点は生徒面（表）に刷ってあります＝規準を隠さない
その場で○△×を打つだけにします（点数を暗算しない）。○=満点・△=半分・×=0で、合計は放課後に一度で出す。1人1分のテストで、聞きなが
ら加算までやるのは物理的に無理があります。

記録 記録シート（座席順・その場は○△×だけ）

氏名（座席順） 立場 理由 質問 反応 1分 メモ

話題の漏れ対策
・話題は3セット用意し、待機順で配るセットを変える。1セットだと、後半の生徒が有利になります。

・先に終わった生徒は教室外に出さない。廊下で話題が伝わります（待機中の仕事があるのは、この対策でもあります）。

・評価に使う回は、同じ話題を翌日以降のクラスで使わない（続くときはセットを入れ替える）。

よくある失敗

1分が守れず、全体が押す
机にタイマーを置き、50秒で合図。切るのは教師の役目です——生徒に任せると、上手なペアほど長くなり
ます。

評価が甘くなる（全員○にな
る）

○△×はあったか・なかったかだけを見ます。上手さで迷い始めたら、その項目の基準が曖昧です。

原稿の暗唱になる
話題を当日ひけば暗唱は成立しません。質問と反応の2項目は、相手の発話がないと得点できない作りで

す。

テストに入れる
定期テストの評定に入れるときは、この1分で10点（上の配点そのまま）。学期に2回入れると、話す活動が「テストに出ないから後回し」になりま

せん。観点は全項目が思考・判断・表現で、流暢さの1点だけが知識・技能です。
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